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例
年
梅
雨
時
期
に
は
、
全
国
各
地
で
土
砂

災
害
が
頻
発
し
、
時
に
は
尊
い
人
命
が
奪
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
も
っ
と

も
確
実
な
方
法
は
「
逃
げ
る
こ
と
」
で
す
。

　

自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
に
ど
ん
な
危
険

が
あ
る
か
、
ど
こ
を
通
っ
て
、
ど
こ
に
避
難

す
る
か
。
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
避
難
す
る
か
。

家
族
と
の
連
絡
を
ど
う
や
っ
て
と
る
か
な
ど
、

梅
雨
入
り
の
こ
の
時
期
に
是
非
こ
れ
ら
の
こ

と
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
家
族
や
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
土
砂
災
害
に
よ
る

被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

雨
の
降
り
方
に
注
意
！

　

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と

き
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
ま

す
。
こ
の
情
報
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は
、
町

か
ら
避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
付
近
の

状
況
な
ど
に
注
意
し
て
避
難
行
動
を
と
り
、

安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な

く
て
も
、
土
砂
災
害
が
発
生
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。
異
変
を
感
じ
た
ら
、
た
だ
ち
に
安

全
な
と
こ
ろ
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

日
頃
の
備
え
と
早
め
の
避
難
を　
～
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」
～

避
難
行
動
に
つ
い
て

　

避
難
と
は
、
難
を
避
け
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
次
に
挙
げ
る
行
動
が
あ
り
ま
す
。

○
町
が
開
設
す
る
避
難
所
へ
の
避
難

○
安
全
な
親
戚
・
知
人
宅
へ
の
避
難

○
安
全
な
建
物
（
強
固
な
建
物
）
へ
の
避
難

※�

自
宅
が
安
全
な
場
合
は
、
自
宅
に
留
ま
る

こ
と
も
避
難
行
動
の
一
つ
で
す
。

※�
避
難
す
る
時
間
が
な
い
場
合
は
、
２
階
や

崖
か
ら
離
れ
た
部
屋
な
ど
少
し
で
も
安
全

な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

警戒レベルと避難情報等

緊
きんきゅう

急安
あんぜん

全確
か く ほ

保
（災害発生または切迫）

～　警戒レベル４までに必ず避難　～

避
ひ な ん

難指
し じ

示
（災害のおそれ高い）

高
こうれいしゃ

齢者等
とう

避
ひ な ん

難
（災害のおそれあり）

２ 大雨・洪水・高潮注意報
（気象庁）

１ 早期注意情報
（気象庁）

５
４
３

気
象
情
報
の
確
認

　

気
象
台
が
発
表
す
る
注
意
報
・
警
報
な
ど

気
象
情
報
に
は
十
分
注
意
し
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報
の

発
表
時
で
さ
ら
に
災
害
の
発
生
が
高
ま
っ
た

場
合
は
、
町
防
災
行
政
無
線
や
防
災
メ
ー
ル

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
早
め
の
避
難

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課�

消
防
防
災
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
０

▼山口県土木防災情報システム
　https://y-bousai.pref.yamaguchi.lg.jp/
▼周防大島町防災メール登録方法・変更方法
　次のメールアドレスに件名・本文を入力
せずにメールを送信してください。
　e-suo-oshima@xpressmail.jp

　外国人を雇用する事業主には、外国人労働者の雇入
れや離職の際に、その氏名、在留資格、在留期間、そ
の他在留カード番号などについて、ハローワークへ届
け出ることが義務づけられています。雇用保険被保険
者とならない外国人の届出については、ハローワーク
インターネットサービスの「外国人雇用状況届出シス
テム」で 24 時間、365 日いつでも簡単に届出できます。

　また、外国人労働者が日本で安心して働き、その能
力を十分に発揮する機会が確保されるよう、事業主が
行うべき事項について、法律に基づき指針が定められ
ています。事業主の皆さまには、この指針に沿って職
場環境の改善に取り組むことをお願いします。
　詳しくは、ハローワークまでご相談ください。
問い合わせ　ハローワーク柳井　☎ 0820-22-2661

『ともに創ろう、みんなが働きやすい職場～外国人雇用はルールを守って適正に～』

６月は「外国人雇用啓発月間」
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８
月
か
ら
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

新
し
い
保
険
証
は
緑
色
で
す

　

現
在
お
使
い
い
た
だ
い
て
い
る
「
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
で
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
中
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で

お
届
け
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証（
薄

紫
色
）
は
、
８
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
各
自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。（
返
却

は
不
要
で
す
）

※�

簡
易
書
留
郵
便
は
受
け
取
り
印
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
入
院
な
ど
で
ご
不
在
の

場
合
に
は
、
保
険
証
が
受
け
取
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
住
所
地
以
外
に
送
付
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
各
総

合
支
所
・
出
張
所
で
送
付
先
変
更
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

点
字
シ
ー
ル
を
貼
っ
た
保
険
証
を
希
望
の
人
へ

　

新
し
い
保
険
証
に
「
保
険
証
」、封
筒
に
「
保

険
証
在
中
」
と
点
字
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
お
送

り
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
６
月
21
日
㈮

ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

   

保
険
料
に
つ
い
て

保
険
料
の
決
ま
り
方

　

１
年
間
の
保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
に

等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ
く
「
均
等
割
額
」

と
被
保
険
者
本
人
の
令
和
５
年
中
の
所
得
に

応
じ
て
ご
負
担
い
た
だ
く
「
所
得
割
額
」
の

合
計
額
か
ら
な
り
、
被
保
険
者
一
人
一
人
に

賦
課
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
と
な
る
人

　

年
金
の
受
給
額
が
年
18
万
円
以
上
の
方
で

介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

合
計
額
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超

え
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

「
国
民
年
金
」
と
「
厚
生
年
金
」
な
ど
複

数
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
、
年

金
天
引
き
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

年
金
天
引
き
の
開
始
時
期
は
75
歳
の
誕
生

日
等
（
資
格
取
得
日
）
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
決
定
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
の

納
付
）
と
な
る
人

　

特
別
徴
収
に
該
当
さ
れ
な
い
方
は
、
普
通

徴
収
と
な
り
ま
す
。（
口
座
振
替
の
手
続
き
を

さ
れ
て
い
な
い
方
は
納
付
書
で
の
納
付
と
な

り
ま
す
）

お
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

　

納
付
書
で
の
お
支
払
い
対
象
の
方
で
口
座

振
替
へ
の
変
更
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
振

替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
へ
①
振
替
口
座
の

預
金
通
帳
②
通
帳
の
お
届
け
印
を
お
持
ち
い

た
だ
き
、
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

す
で
に
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
お
支
払

い
）
の
方
も
、
役
場
の
窓
口
へ
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
の
支
払
い
方
法
を
、
特

別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
（
金
融
機
関
口
座
か

ら
の
お
支
払
い
）
へ
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
手
続
き
は
最
初
に
、
振
替
を
希
望
す

る
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
そ
の
後
、
役
場
の
窓
口
へ
「
口

座
振
替
依
頼
書
（
お
客
様
控
）」
を
お
持
ち
に

な
り
「
納
付
方
法
変
更
申
出
書
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
過
去
に
口
座
振
替
で
納
付
し
て
い

た
場
合
は
、
役
場
の
窓
口
へ
「
納
付
方
法
変

更
申
出
書
」の
み
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
口

座
振
替
の
申
し
込
み
だ
け
で
は
特
別
徴
収
は

中
止
と
な
り
ま
せ
ん
）

　

口
座
振
替
は
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被

保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
な
ど
の
口

座
か
ら
も
で
き
、
口
座
振
替
に
変
更
し
た
場

合
、
税
申
告
で
の
社
会
保
険
料
控
除
は
、
口

座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
人
（
支
払
っ
た
家

族
な
ど
）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※�

世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住
民
税
の
税
額
が

少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課�

医
療
保
険
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
２

※１   生年月日が昭和 24 年３月 31 日以前の方等は上限額が 73 万円
となります。

※２   賦課のもととなる所得金額（令和５年中の所得ー基礎控除 43
万円）が 58 万円以下の方は、所得割率 10.71％が適用されます。

　また、所得の少ない方は、世帯主と世帯の被保険者の所得の合
計に応じて保険料が軽減されます。

１年間の保険料
【限度額 80 万円※１】

＝ 均等割額
57,012 円

＋
所得割額

（前年所得－ 43 万円）
× 11.52％※２

１年間の保険料
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科　　　目 予算額 収入済額 予算対比

町 税 15 億 5,143 万円 15 億 3,480 万円 98.9%

地 方 譲 与 税　・ 交 付 金 5 億 3,983 万円 5 億 3,916 万円 99.9%

地 方 交 付 税 59 億 8,855 万円 62 億 4,743 万円 104.3%

分担金・負担金・使用料・手数料 2 億 2,049 万円 1 億 9,588 万円 88.8%

国 庫 支 出 金 19 億 9,635 万円 16 億 5,068 万円 82.7%

県 支 出 金 9 億 7,591 万円 8 億 4,606 万円 86.7%

繰 入 金 18 億 6,331 万円 14 億 2,305 万円 76.4%

繰 越 金 9 億 1,717 万円 9 億 1,717 万円 100.0%

町 債 23 億 6,300 万円 5 億 7,250 万円 24.2%

その他（財産収入・寄附金・諸収入） 2 億 9,351 万円 2 億 9,563 万円 100.7%

合　　　計 167 億　955 万円 142 億 2,236 万円 85.1%

一般会計

歳入（歳入予算および収入済額）

科　　　目 予算額 支出済額 予算対比

議 会 費 9,148 万円 8,774 万円 95.9%

総 務 費 31 億 8,724 万円 26 億 9,078 万円 84.4%

民 生 費 31 億 1,059 万円 26 億　598 万円 83.8%

衛 生 費 9 億　362 万円 6 億 9,304 万円 76.7%

農 林 水 産 業 費 12 億　904 万円 7 億 5,613 万円 62.5%

商 工 費 6 億 1,408 万円 5 億　875 万円 82.8%

土 木 費 5 億 2,953 万円 3 億 1,558 万円 59.6%

消 防 費 4 億 4,631 万円 4 億 1,783 万円 93.6%

教 育 費 11 億 2,915 万円 8 億 1,950 万円 72.6%

公 債 費 17 億 6,153 万円 17 億 4,832 万円 99.3%

その他（災害復旧費・諸支出金・予備費） 37 億 2,698 万円 28 億 4,949 万円 76.5%

合　　　計 167 億　955 万円 134 億 9,314 万円 80.8%

歳出（歳出予算および支出済額）

令和５年度下半期  町の財政状況（３月末現在）

　町では条例に基づき、年２回、財政状況を公表しています。
　今回は、令和５年度下半期（令和６年３月 31 日現在）の収支、町債（町が長期にわたり返済する借入金）
の残高、町有財産の状況についてお知らせします。



5 広報すおう大島 令和６年 ( 2024 年 )6 月号

基　
　
　
　

金

財 政 調 整 基 金 84 億 3,881 万円
減 債 基 金 6 億 4,654 万円
県 収 入 証 紙 購 入 基 金 300 万円
奨 学 資 金 貸 付 基 金 1,001 万円
福 祉 振 興 基 金 2 億 3,633 万円
国 民 健 康 保 険 基 金 6 億 5,248 万円
介 護 給 付 費 準 備 基 金 2 億 8,715 万円
ま ち・ ひ と・ し ご と 創 生 基 金 1 億　907 万円
土 地 開 発 基 金（ 現 金 ） 7,194 万円
土 地 開 発 基 金（ 土 地 ） 1 億 9,900 万円
中山間ふるさと・水と土保全対策基金 3,113 万円
周防大島高等学校通学支援費給付基金 2,847 万円
ち び っ 子 医 療 費 助 成 事 業 基 金 7,445 万円
観 光 振 興 事 業 助 成 基 金 4,076 万円
福 祉 医 療 費 一 部 負 担 金 事 業 基 金 5,265 万円
ふ る さ と 応 援 基 金 1 億 9,158 万円
Ｃ Ａ Ｔ Ｖ 加 入 促 進 事 業 基 金 1,665 万円
外 国 語 活 動 推 進 事 業 基 金 4,593 万円
合 併 地 域 振 興 基 金 14 億 4,179 万円
森 林 環 境 整 備 基 金 1,312 万円
学 校 給 食 費 無 償 化 事 業 基 金 1 億 4,130 万円
医 療 確 保 対 策 事 業 基 金 6,000 万円

合　　　計 127 億 9,216 万円

一 般 会 計 136 億 9,545 万円

特 別 会 計 131 億 2,793 万円

渡 船 事 業 2,393 万円

水 道 事 業 13 億 9,554 万円

下 水 道 事 業 69 億 8,843 万円

病 院 事 業 47 億 2,003 万円

合　　　計 268 億 2,338 万円

３ 月 末 現 在 高 0 円

土 地 1,408,556.07 ㎡
建 物 202,762.48 ㎡
山 林 7,010,086.18 ㎡
有 価 証 券・ 出 資 に よ る 権 利 52 億 7,130 万円

会計名 区　分
収　　　入 支　　　出

予算額 収入済額 予算対比 予算額 支出済額 予算対比

水 道 事 業
収 益 的 収 支 8 億 8,777 万円 8 億 8,302 万円 99.5％ 8 億 2,769 万円 7 億 2,885 万円 88.1％
資 本 的 収 支 4,290 万円 3,310 万円 77.2％ 2 億 4,517 万円 2 億　212 万円 82.4％

下水道事業
収 益 的 収 支 11 億 9,306 万円 12 億　356 万円 100.9％ 10 億 7,643 万円 9 億 9,547 万円 92.5％
資 本 的 収 支 18 億 6,808 万円 12 億 9,235 万円 69.2％ 23 億 8,874 万円 16 億 7,927 万円 70.3％

病 院 事 業
収 益 的 収 支 51 億 7,211 万円 41 億 6,586 万円 80.5％ 50 億 9,221 万円 46 億 2,503 万円 90.8％
資 本 的 収 支 5 億 9,231 万円 5 億 9,231 万円 100.0％ 8 億 6,952 万円 8 億 6,928 万円 100.0％

会計名 予算額 収入済額 予算対比 支出済額 予算対比
国 民 健 康 保 険 事 業 28 億 9,093 万円 25 億 5,954 万円 88.5% 26 億 8,045 万円 92.7%
後期高齢者医療事業 4 億 3,790 万円 4 億 1,073 万円 93.8% 3 億 8,347 万円 87.6%
介 護 保 険 事 業 34 億 3,392 万円 28 億 5,788 万円 83.2% 28 億　650 万円 81.7%
渡 船 事 業 1 億　989 万円 8,856 万円 80.6% 9,655 万円 87.9%

合　　計 68 億 7,264 万円 59 億 1,671 万円 86.1% 59 億 6,697 万円 86.8%

※�予算対比は、小数点以下１位未満を四捨五入
しています。

特別会計

水道事業・下水道事業・病院事業会計

町有財産の状況 町債残高の状況（会計別）

   一時借入金の状況
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サ
ー
ビ
ス
の
使
い
方

　

介
護
や
支
援
が
必
要
と
感
じ
た
ら
、
次
の

よ
う
な
流
れ
で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

❶
要
介
護
認
定
を
受
け
ま
す

⑴�

本
人
ま
た
は
家
族
が
、
介
護
保
険
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
・
出
張
所
で
要
介
護
認
定

の
申
請
を
し
ま
す
。（
※
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
等
が
申
請
を
代
行
で
き
ま
す
の
で

わ
か
ら
な
い
場
合
は
介
護
保
険
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
）

⑵�

調
査
員
が
訪
問
し
、
心
身
の
状
態
に
つ
い
て

本
人
や
家
族
か
ら
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

⑶�

訪
問
調
査
の
結
果
と
主
治
医
の
意
見
書
を

も
と
に
、
介
護
認
定
審
査
会
で
、
審
査
・

判
定
し
ま
す
。

⑷�

認
定
結
果
通
知
書
と
介
護
保
険
証
を
送
付

し
ま
す
。

❷
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
す

　

ど
ん
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
、
い
つ
、
ど
れ

だ
け
利
用
す
る
か
を
決
め
る
計
画
を
つ
く
り

ま
す
。

要
介
護
１
～
要
介
護
５
の
人

�

・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
…
居
宅
介
護
支
援

　

事
業
者
へ
依
頼
し
ま
す
。

�
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
…
介
護
保
険
施
設

　

と
直
接
契
約
し
ま
す
。

要
支
援
１
・
要
支
援
２
の
人

�

・
周
防
大
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　

依
頼
し
ま
す
。

❸ 

ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
ま
す

　

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
は
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
介
護
保
険
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス

〈
自
宅
で
利
用
す
る
〉

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
を
訪
問
し
て
、
身

体
介
護
や
生
活
援
助
を
行
う
訪
問
介
護
、
入
浴

車
が
自
宅
を
訪
問
し
て
、
入
浴
の
介
助
な
ど
を

行
う
訪
問
入
浴
介
護
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

〈
施
設
に
通
い
（
泊
ま
り
）
利
用
す
る
〉

　

日
帰
り
で
、
入
浴
や
食
事
の
提
供
、
機
能

訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
受
け
る

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
や
、
医
療
機

関
や
介
護
老
人
保
健
施
設
に
通
い
、
日
帰
り

で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
イ
ケ
ア
）
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
短
期
間
、
介
護
老
人
保
健
施
設
な

ど
に
宿
泊
し
て
、介
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
受
け
る
短
期
入
所
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

〈
生
活
環
境
を
整
え
る
〉

　

歩
行
器
な
ど
の
福
祉
用
具
貸
与
や
、
入
浴

用
の
い
す
な
ど
を
購
入
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
の
手
す
り
取
り
付
け
や
段
差

の
解
消
な
ど
の
改
修
費
用
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
限
度
額
あ
り
）

施
設
サ
ー
ビ
ス
（
要
介
護
１
～
５
の
人
の
み
）

　

介
護
や
医
療
が
長
期
間
必
要
な
方
は
、
介

護
老
人
福
祉
施
設（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
：

原
則
、
要
介
護
３
以
上
の
人
が
利
用
で
き
ま

す
）、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護
医
療
院
に

入
所
し
て
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス　

　

認
知
症
の
人
が
、
少
人
数
で
共
同
生
活
を

送
り
な
が
ら
介
護
や
機
能
訓
練
な
ど
を
受
け

る
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）
や
、
18
人
以
下
の
地
域
密
着
型

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
在
宅
や
通
い

な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て
、
介
護
や
機
能
訓
練

な
ど
を
受
け
る
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
制
度
を
持
続
的
に

運
営
す
る
た
め
に
、
３
年
ご
と
に
事
業
計
画

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
も
、
高
齢
化
が
進
み
、
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
利
用
量
が
増
大
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
て
、
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
の
第
９
期
計
画
を
策
定
し
、

必
要
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
を
賄
う

た
め
に
新
た
に
保
険
料
を
算
定
し
ま
し
た
。

65
歳
以
上
の
人
（
第
１
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料

　

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
財
源
の
負
担

割
合
の
変
更
や
増
大
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
を
賄
う
た
め
に
算
出
さ
れ
た
介
護
保
険
料

基
準
額
を
も
と
に
、
所
得
に
応
じ
て
分
か

れ
て
い
ま
す
。
第
９
期
（
令
和
６
年
度
～

令
和
８
年
度
）
の
保
険
料
は
７
ペ
ー
ジ
の

と
お
り
で
、
基
準
保
険
料
額
（
年
額
）
は

６
万
７
８
０
０
円
に
な
り
ま
す
。（
※
参
考　

第
８
期
（
令
和
３
年
度
～
令
和
５
年
度
）
基

準
保
険
料
額
６
万
６
６
０
０
円
）

※�

第
１
段
階
、
第
２
段
階
、
第
３
段
階
の
保

険
料
は
消
費
税
増
税
に
よ
る
財
源
を
充
て

軽
減
の
強
化
を
実
施
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度 

の
サ
ー
ビ
ス 

と 

保
険
料 

　

介
護
保
険
は
、
40
歳
以
上
の
皆
さ
ん
で
介
護
が
必
要
な
方
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。
市

区
町
村
が
保
険
者
と
な
っ
て
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
と
公
費
を
財
源
に
運
営
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

問
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
班　

☎
73
‐
５
５
０
３

１

２
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介
護
保
険
料
の
納
め
方

40
～
64
歳
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
保
険
料

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
料
と
合

わ
せ
て
納
め
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

 

・
受
給
す
る
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
の
人

　
（
月
額
１
万
５
０
０
０
円
以
上
の
人
）

　

特
別
徴
収
で
納
め
ま
す
。
年
金
の
支
払
い

（
年
６
回
）
の
際
に
、
介
護
保
険
料
が
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

 

・
受
給
す
る
年
金
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

　

や
年
度
の
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た
人
な
ど

　

普
通
徴
収
で
納
め
ま
す
。
役
場
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
個
別
に

納
め
ま
す
。
納
付
場
所
は
、
各
総
合
支
所
、

各
出
張
所
、
納
付
書
に
記
載
さ
れ
た
町
指
定

の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
す
。
ま
た
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

※�

コ
ン
ビ
ニ
納
付
で
は
、
使
用
期
限
を
過
ぎ

た
納
付
書
や
納
付
書
を
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
留

め
た
も
の
な
ど
、
納
付
で
き
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
が
で
き
な

い
場
合
は
、
納
付
書
裏
面
に
記
載
の
金
融

機
関
ま
た
は
役
場
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※�

納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
町
指
定

の
金
融
機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

※�

災
害
な
ど
特
別
な
事
情
で
介
護
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
減
免
や
徴
収
猶

予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
収

入
や
所
得
等
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

令
和
６
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書

（
決
定
通
知
書
）
に
つ
い
て
は
、
７
月

中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

３

所得段階 対象者 算定式 年額

第 1 段階
①生活保護受給者
②町民税非課税者かつ老齢福祉年金※１受給者／
③町民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金収入 ※ ２が 80 万円以下の人

基準額
　　× 0.285 19,320 円

第２段階
町民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金収入が 80 万円を超え 120 万円
以下の人

基準額
　　× 0.485 32,880 円

第３段階 町民税非課税世帯で、前年の合計所得金額＋課税年金収入が 120 万円を超える人 基準額
　　× 0.685 46,440 円

第 4 段階 町民税課税世帯で、
本人に町民税が
課税されてない

前年の合計所得金額＋課税年金収入が 80 万円以下の人 基準額× 0.9 61,020 円

第 5 段階 前年の合計所得金額＋課税年金収入が 80 万円を超える人 基準額× 1.0 67,800 円

第６段階

本人に町民税が
課税されている

前年の合計所得金額が年間 120 万円未満の人 基準額× 1.2 81,360 円

第７段階 前年の合計所得金額が年間 120 万円以上 210 万円未満の人 基準額× 1.3 88,140 円

第８段階 前年の合計所得金額が年間 210 万円以上 320 万円未満の人 基準額× 1.5 101,700 円

第９段階 前年の合計所得金額が年間 320 万円以上 420 万円未満の人 基準額× 1.7 115,260 円

第 10 段階 前年の合計所得金額が年間 420 万円以上 520 万円未満の人 基準額× 1.9 128,820 円

第 11 段階 前年の合計所得金額が年間 520 万円以上 620 万円未満の人 基準額× 2.1 142,380 円

第 12 段階 前年の合計所得金額が年間 620 万円以上 720 万円未満の人 基準額× 2.3 155,940 円

第 13 段階 前年の合計所得金額が年間 720 万円以上の人 基準額× 2.4 162,720 円

※１老齢福祉年金は明治 44 年４月１日以前に生まれた人が受給している年金です。
※２課税年金収入＝老齢年金等の収入（遺族、障害年金等の非課税年金以外）

第９期（令和６年度～令和８年度）の介護保険料

保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る
と

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
利
用

者
負
担
は
、
通
常
は
介
護
給
付
費
の
１
～

３
割
で
す
が
、
滞
納
期
間
に
応
じ
て
、
利

用
者
が
費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自
己
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
利
用
者
負
担

が
３
割
ま
た
は
４
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
支
給
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。



8広報すおう大島 令和６年 ( 2024 年 )6 月号

　

令
和
6
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
り
、
令
和

6
年
分
の
所
得
税
お
よ
び
令
和
6
年
度
分
の

個
人
住
民
税
に
お
い
て
定
額
減
税
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
個
人
住
民
税
の
定
額
減
税
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

対
象
と
な
る
人

　

令
和
6
年
度
の
合
計
所
得
金
額
が

１
８
０
５
万
円
以
下
の
個
人
住
民
税
所
得
割

の
納
税
義
務
者

※
次
の
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す

�

・
令
和
6
年
度
の
町
県
民
税
が
非
課
税
の
人

�

・
定
額
減
税
以
外
の
税
額
控
除
に
よ
り
所
得

　

割
額
が
ゼ
ロ
と
な
る
人

�

・
令
和
6
年
度
町
県
民
税
均
等
割
、
森
林
環

　

境
税
（
国
税
）
の
み
の
人

減
税
額

　

本
人
、
配
偶
者
を
含
む
扶
養
親
族
1
人
に

つ
き
、
1
万
円

⑴�

定
額
減
税
の
対
象
と
な
る
人
は
国
内
に
住

所
を
有
す
る
人
に
限
り
ま
す
。

⑵�

同
一
生
計
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
親
族
の
判

定
は
、
原
則
、
前
年
12
月
31
日
の
現
況
に

よ
り
ま
す
。

⑶�

控
除
対
象
配
偶
者
以
外
の
同
一
生
計
配
偶

者
の
人
が
い
る
場
合
は
、
令
和
7
年
度
分

の
個
人
住
民
税
に
お
い
て
1
万
円
の
定
額

減
税
が
行
わ
れ
ま
す
。

実
施
方
法

　

定
額
減
税
の
対
象
と
な
る
納
税
義
務
者
は

徴
収
方
法
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り

減
税
を
実
施
し
ま
す
。

⑴ 

給
与
特
別
徴
収
（
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引

き
し
て
事
業
主
が
納
入
す
る
）

　

令
和
6
年
6
月
分
は
徴
収
さ
れ
ず
、
定
額

減
税
後
の
税
額
が
令
和
6
年
7
月
分
～
令
和

7
年
5
月
分
の
11
カ
月
で
分
割
し
て
徴
収
し

ま
す
。

⑵ 

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
入

す
る
）

　

定
額
減
税
前
の
税
額
を
も
と
に
算
出
さ
れ

た
第
1
期
分
（
令
和
6
年
6
月
分
）
の
税
額

か
ら
控
除
さ
れ
、
控
除
し
き
れ
な
い
場
合
は

第
2
期
分
（
令
和
6
年
8
月
分
）
以
降
の
税

額
か
ら
順
次
控
除
さ
れ
ま
す
。

⑶
公
的
年
金
等
に
係
る
特
別
徴
収

　

定
額
減
税
前
の
年
税
額
を
も
と
に
算
出
し

た
令
和
6
年
10
月
分
の
特
別
徴
収
税
額
か
ら

控
除
さ
れ
、
控
除
し
き
れ
な
い
場
合
は
、
令

和
6
年
12
月
分
以
降
の
特
別
徴
収
税
額
か
ら

順
次
控
除
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他

　

減
税
額
に
つ
い
て
は
、
納
税
通
知
書
ま
た

は
特
別
徴
収
税
額
通
知
書
の
摘
要
欄
に
記
載

が
あ
り
ま
す
。

　

定
額
減
税
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
や
寄
附

金
税
額
控
除
な
ど
、
す
べ
て
の
控
除
が
行
わ

れ
た
後
の
所
得
割
額
か
ら
減
税
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
税
（
国
税
）
の
定
額
減
税
の
詳
細
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
定
額
減
税
特
設
サ

イ
ト
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

個
人
住
民
税
の
定
額
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す

⚠
定
額
減
税
や
給
付
金
を
か
た
る
詐
欺
に
注
意

　

定
額
減
税
や
給
付
金
に
つ
い
て
、
役
場
や

国
税
庁
な
ど
が
電
話
や
訪
問
を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
銀
行
や
コ
ン
ビ
ニ
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
警
察
や

役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課�

課
税
第
１
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
８

⑴ 給与特別徴収

R6.6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3 4 5

　　 

⬇
R6.6 7 8 9 10 11 12 R7.1 2 3 4 5

⑵ 普通徴収

R6.6 8 10 R7.1

⬇

R6.6 8 10 R7.1

⑶公的年金等に係る特別徴収

R6.4 6 8 10 12 R7.2

⬇

R6.4 6 8 10 12 R7.2

仮特別徴収額
（前年度分の税額の 1/2 を 3 期分で徴収）

特別徴収税額（当年度分の税額から仮特
別徴収額を除いた税額を 3 期分で徴収）

通  

常

定
額
減
税
後

通  

常

定
額
減
税
後

通  

常

定
額
減
税
後

税
負
担｛

税
負
担｛

税
負
担｛

税
負
担｛

税
負
担｛

税
負
担｛

6 月分は徴収されません

6 月分から控除（控除しきれない場合は 8 月分から順次控除

10 月分から控除（控除しきれな
い場合は 12 月分から順次控除）

R5 に確定・通知済み

定額減税のイメージ図

国税庁HP
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周
防
大
島
町
で
は
、
学
校
の
統

廃
合
に
よ
り
廃
校
と
な
っ
た
校
舎

等
（
以
下
、「
廃
校
舎
等
」
と
い
う
）

に
つ
い
て
、
貸
付
に
よ
っ
て
有
効

活
用
を
図
る
た
め
、
利
活
用
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
以
下
の
内
容
を
確
認
の
う
え
、

応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

　

法
人
ま
た
は
任
意
団
体
で
、
次

の
条
件
に
該
当
し
な
い
者

⑴�

法
人
等
の
役
員
等
が
暴
力
団
員

等
ま
た
は
暴
力
団
若
し
く
は
暴

力
団
員
等
と
密
接
な
関
係
を
有

し
て
い
る
者

⑵�
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
等

契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し

な
い
者
お
よ
び
破
産
者
で
復
権

を
得
て
い
な
い
者

⑶�

国
税
お
よ
び
地
方
税
等
を
滞
納

し
て
い
る
者

⑷�

宗
教
活
動
や
政
治
活
動
に
利
用

す
る
目
的
の
者

利
用
条
件
等

⑴�

学
校
が
地
域
の
中
核
的
な
公
共

施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

地
域
の
活
性
化
や
振
興
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
活

性
化
や
雇
用
促
進
に
つ
な
が
る

活
用
で
あ
る
こ
と

⑵�

地
域
住
民
と
の
融
和
に
努
め
る

と
と
も
に
、
１
階
の
一
部
分
に

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
が
当
該

部
分
の
使
用
に
つ
い
て
希
望
し

た
際
に
は
、
使
用
に
つ
い
て
配

慮
す
る
こ
と

⑶�

災
害
時
等
の
避
難
所
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
町
と
協

議
す
る
こ
と

⑷�

地
域
へ
の
環
境
に
配
慮
し
、
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
こ
と

⑸�

事
業
を
10
年
以
上
継
続
す
る
こ
と

提
出
書
類

⑴�

廃
校
舎
等
利
活
用
申
込
書

　
【
様
式
１
】

⑵�

廃
校
舎
等
利
活
用
事
業
計
画
書

【
様
式
２
】

⑶
申
込
者
概
要
書
【
様
式
３
】

⑷
誓
約
書
【
様
式
４
】

応
募
内
容
の
取
り
扱
い

　

応
募
が
あ
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、

そ
の
ま
ま
契
約
に
つ
な
が
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　

８
月
30
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

応
募
方
法

　

提
出
書
類
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た
は

直
接
お
届
け
く
だ
さ
い
。（
直
接
お

持
ち
い
た
だ
く
場
合
は
、
最
寄
り

の
総
合
支
所
・
出
張
所
で
も
可
能

で
す
）

現
地
見
学
お
よ
び
質
問
事
項

　

募
集
期
間
中
、
見
学
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
質
問
事
項
に
つ
き

ま
し
て
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
て
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

費
用
等

⑴�

校
舎
、
体
育
館
は
無
償
貸
付
で

す
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
継
続
的

に
建
屋
等
で
占
有
す
る
場
合
は

使
用
料
が
発
生
し
ま
す
。

⑵�

光
熱
水
費
は
利
活
用
者
の
負
担

と
な
り
ま
す
。
既
存
設
備
に
係

る
消
防
設
備
保
守
点
検
費
、
電

気
工
作
物
保
安
管
理
費
、
浄
化

槽
維
持
管
理
費
は
町
が
負
担
し

ま
す
。

⑶�

利
活
用
期
間
中
の
修
繕
費
は
利

活
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
朽
化
に
伴
う
大
規

模
な
改
修
は
町
が
負
担
す
る
予

定
で
す
。

⑷�

現
状
で
の
貸
付
と
な
り
、
他
の

費
用
が
発
生
し
た
場
合
は
原
則
、

利
活
用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他

⑴�

利
活
用
内
容
に
つ
い
て
、
中
国

四
国
防
衛
局
と
の
協
議
が
必
要

で
す
。

⑵�
選
考
過
程
に
お
い
て
、
法
人
・

任
意
団
体
を
証
明
す
る
書
類
等

を
求
め
ま
す
。

⑶�

周
防
大
島
町
学
校
跡
地
施
設
利

用
検
討
委
員
会
で
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
実
施
し
ま
す
。

⑷�

利
用
開
始
は
必
要
な
手
続
き
を

経
て
、
令
和
７
年
４
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　

〒
７
４
２
‐
２
５
１
２

　

周
防
大
島
町
平
野
２
６
９
‐
44

　

周
防
大
島
町
教
育
委
員
会

　

総
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
０
７
０
０

　
　

�kyoi@
tow
n.suo-oshim

a.
lg.jp

旧
城
山
小
学
校
の
利
活
用
希
望
者
を
募
集
し
ま
す

ﾒｰﾙ

▲旧城山小学校

対象物件等（旧城山小学校　令和５年３月閉校）
種別 建築年 構造 面積 補助省庁

校舎

S53 RC ２階 929 ㎡ 文部科学省

H4 RC １階 537 ㎡ 防衛省

H5 RC ２階 41 ㎡ 防衛省

体育館 S56 RC １階 680 ㎡ 文部科学省

グラウンド ー ー 3,738 ㎡ ー

※ 旧城山小学校 体育館は雨漏りを確認していますが、町で改修する予定は
ありません。
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情
報
公
開
制
度
は
、
町
が
持
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
町
政
情
報
を

知
り
た
い
時
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
そ
の
情

報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
行
う
も
の
で
す
。

　

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
町
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取

り
扱
い
や
保
護
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
個

人
の
権
利
・
利
益
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
自
分
の
情
報
に
つ
い

て
開
示
請
求
し
た
り
、
誤
り
が
あ
る
場
合
な
ど
に
訂
正
を
請
求
し
た

り
す
る
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
す
。

　

各
制
度
の
令
和
５
年
度
の
運
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

○情報公開制度の運用状況

実施機関区分 請求
件数

決定区分等
審査
請求公開 部分

公開
非公

開 却下

町長 73 42 30 1 0 0

教育委員会 9 3 6 0 0 0

監査委員 9 0 3 0 6 0

農業委員会 16 9 7 0 0 1

病院事業管理者 13 4 1 0 8 0

計 120 58 47 1 14 1

○個人情報保護制度の運用状況

実施機関区分 請求
件数

決定区分等
審査
請求開示 部分

開示
非開

示 却下

農業委員会 1 1 0 0 0 0

計 1 1 0 0 0 0

問政策企画課 広報情報統計班　☎ 0820-74-1007

　

税
金
の
滞
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

税
金
は
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
、

定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
自
ら
納
め

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
定
め
ら

れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
付
の
な
い

場
合
は
「
滞
納
」
に
な
り
、
滞
納

状
態
が
続
く
と
法
に
基
づ
き
、
滞

納
処
分
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
税
を
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
人
と
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
に
、
ま
た
重
要
な
自
主
財
源

の
確
保
の
た
め
に
も
、
滞
納
処
分

を
よ
り
強
化
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

本
年
度
も
専
門
知
識
を
有
し
た
山

口
県
税
務
課
職
員
と
と
も
に
町
税

を
徴
収
す
る
併
任
徴
収
制
度
を
実

施
し
ま
す
。

　

滞
納
の
あ
る
方
は
滞
納
処
分
を

受
け
る
前
に
、
お
早
め
に
納
税
相

談
、
早
期
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

納
税
方
法
の
ご
相
談
、
納
期
限

ま
で
の
納
付
に
お
困
り
等
、
納

税
の
ご
相
談
は
税
務
課 

徴
収
対

策
班
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

～
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
～

町
税
の
滞
納
処
分
を
強
化
し
て
い
ま
す

滞納処分の流れ
　　① 督促・催告
　　　 自主納付をお願いする文書、電話等による督

促・催告を行います。また、督促手数料のほ
かに、納期限の翌日から納付した日までの期
間に応じ延滞金が加算されます。

　　② 財産調査
　　　 ①の指定期日までに納付がない人は、地方税法、

国税徴収法の規定に基づき財産（預貯金・給与・
生命保険・売掛等債権、不動産、組合等の出資
金など）の調査を行います。

　　③ 差押
　　　 調査により発見した財産を差し押さえます。

自動車などにはタイヤロックを実施します。
　　④ 捜索
　　　 高額滞納者の居宅、事務所を財産調査のため

捜索し、財産があれば差し押さえを行います。
税徴収のための捜索は裁判所の令状を必要と
しません。

　　⑤ 公売・換価充当
　　　 差し押さえた財産は公売（売却）等により換

価（現金化）し、滞納金に充当します。

滞納処分等の実績（令和３年度～令和５年度まで）

◇財産調査　　1,051 件
◇差　　押  　　    84 件

▼

▲自動車のタイヤロック問税務課 徴収対策班　☎ 0820-74-1008
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　イノシシ等の有害鳥獣捕獲は無免許ではできません。
町ではイノシシ・タヌキ・カラス等を有害鳥獣に指定し、
山口県大島郡猟友会へ委託して捕獲しています。捕獲に
携わるには狩猟免許を取得した後に、山口県に狩猟者登
録を行い、山口県大島郡猟友会への入会が必要です。
　山口県では次のとおり狩猟免許試験を実施します。この
機会に捕獲に携わることが可能な方は、ぜひ狩猟免許を取
得していただき、農作物被害防止にご協力ください。（※
町では狩猟免許取得経費等を一部助成しています）
　試験日前日に、同会場で山口県猟友会主催による狩猟
免許講習会が開催されます。申し込み等は、山口県猟友
会事務局（☎ 083-924-3517）までお願いします。

狩猟免許試験日程（各回：午前９時から午後４時まで）
日にち 場　　所 申込期限

６月 30 日㈰ 下関市菊川ふれあい会館（下関市）６月 19 日㈬

７月 14 日㈰ 岩国市地方卸売市場（岩国市） ７月  ３ 日㈬

７月 28 日㈰ ゆめプラザ熊毛（周南市） ７月 17 日㈬

８月  ７ 日㈬ 山口県立農業大学校（防府市）※ ７月 29 日㈪

９月  １ 日㈰ 山口県総合保健会館（山口市） ８月 21 日㈬

※わな猟のみを予定
※申請様式は、農林水産課（☎ 79-1002）でも配布しています。

申し込み・問い合わせ
　岩国農林水産事務所　☎ 0827-29-1567

スタートアップ支援事業
（新規の活動や小規模な活動の立ち上げ・実施）

団体名 事業名

島のこども食堂実行委員会
こども食堂を中心とした楽しい多世
代間交流で強める地域のつながり

ステップアップ支援事業（自立化を図る・活動の定着）
団体名 事業名

海辺の会
海と山と心のファミリースタディー
ツアー事業

久賀・椋野地区史跡名跡
保存会

中司茂兵衛・嫁いらず観音及び愛宕
大権現案内板の設置

子育てリンク周防大島 子育て交流事業

PLAY  SETOUCHI（プレイ
セトウチ）事業協同組合

自然体験型コンテンツの普及による
地域交流活性化事業

問い合わせ　政策企画課 地域振興班　☎ 0820-74-1007

　

町
内
の
団
体
か
ら
公
募
し
て
い

た
令
和
６
年
度
周
防
大
島
町
地
域

づ
く
り
活
動
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

審
査
会
の
結
果
が
町
長
へ
報
告
さ

れ
、
次
の
５
団
体
の
事
業
に
補
助

金
交
付
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
は
、

新
た
な
個
性
や
特
性
を
育
む
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す

地
域
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
の

補
助
金
交
付
団
体
が
決
定
し
ま
し
た

る
事
業
や
、
地
域
の
人
材
育
成
、

住
民
参
画
の
機
運
を
育
む
イ
ベ
ン

ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催

な
ど
の
事
業
に
対
し
て
補
助
す
る

も
の
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援

事
業
で
20
万
円
を
上
限
に
、
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
で
50
万
円
を

上
限
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

狩猟免許試験を実施します
～有害鳥獣捕獲には免許が必要です～

　町議会議員・
　町長選挙が行われます
　任期満了に伴う町議会議員および町長の同
時選挙が行われます。選挙の日程は次のとおり
です。

告　　示　　　　　　  10 月 22 日㈫

選挙期日（投開票日）　 　10 月 27 日㈰
（浮島地区の２投票区は、10 月 26 日㈯が投票

日となります）

　町議会議員・町長選挙
　立候補予定者説明会
日　時　９月 11 日㈬　午後２時から

場　所　大島文化センター２階　
　　　　研修室１・２
出席者　立候補予定者または代理人
　　　　（各陣営３人まで）

問い合わせ　周防大島町選挙管理委員会
　　　　　　☎ 0820-74-1000
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国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
全

員
が
保
険
税
を
出
し
合
い
、
必
要

な
医
療
費
に
充
て
る
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
や
職
場
な
ど
で
保
険
に
入
っ
て

い
る
人
を
除
き
、
誰
も
が
国
民
健

康
保
険
に
入
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
税

の
収
納
率
は
、
近
年
の
経
済
の
低
迷

と
と
も
に
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

き
て
お
り
、
国
保
財
政
は
厳
し
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
町
で
は
「
周
防
大
島
町
国
民
健
康

保
険
収
納
対
策
緊
急
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
収
納
率
の
向
上
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
に
お
け
る
具
体
的

な
改
善
策
と
し
て
、
口
座
振
替
推

進
月
間
を
実
施
し
、
一
層
の
徴
収

率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
国
民

健
康
保
険
財
政
の
安
定
化
を
目
指

し
ま
す
。

申
込
手
続
き
の
方
法

　

町
内
の
取
扱
金
融
機
関
に
、
申

込
用
紙
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
場
で
必
要
事
項
を

記
載
の
う
え
、
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。

　

町
外
の
店
舗
に
は
、
申
込
用
紙

を
備
え
付
け
て
い
な
い
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
税
務
課
に
ご
連
絡
を
い

た
だ
け
れ
ば
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
申
込
用
紙
の
記
入
方
法

が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
税
務
課

ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

手
続
き
（
申
請
書
記
載
）
に
必
要

な
も
の

�

・
預
貯
金
通
帳
（
口
座
番
号
が
確

　

認
で
き
る
も
の
）

�

・
預
貯
金
通
帳
の
届
出
印

取
扱
金
融
機
関

　

山
口
銀
行
、
北
九
州
銀
行
、
西

京
銀
行
、
山
口
県
農
業
協
同
組
合
、

山
口
県
漁
業
協
同
組
合
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
・
郵
便
局

問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課�

徴
収
対
策
班

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
８

国
民
健
康
保
険
税
の
口
座
振
替
が
便
利
で
す

～  
６
月
17
日
～
8
月
30
日
は
口
座
振
替
推
進
月
間  

～

飼い主のいない猫の
適正管理を推進する団体を支援します

　飼い主のいない猫を捕獲（Trap）し、不妊・去勢手術（Neuter）を実施し、元の場所へ戻す（Return）
ことで、その地域における飼い主のいない猫を徐々に減らす活動があります。この活動は、それぞれ
の頭文字をとって TNR 活動と呼ばれ、過酷な環境で生きる不幸な猫や、保健所へ収容・殺処分される
猫を減らすことを目的に実施されます。また、飼い主のいない猫を原因とするふん尿被害等の問題を
減少させることも期待できます。
　町では、このような活動を通じて、飼い主のいない猫の適正管理を推進する団体および地域に対し、

「飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費等補助金」を交付します。

対象者
　町内で飼い主のいない猫の適正管理を推進する
ための活動等を行っている３人以上で構成する団
体および地域（自治会等）
補助額
　１団体あたり 14 万円を上限に対象経費の 10 分
の７を補助（※ただし、不妊または去勢手術を１
件以上行うことを条件とする）
補助対象経費
　不妊・去勢手術費用（手術に伴う治療・ノミ取り、
Ｖ字カット代等の処置を含む）、不妊・去勢手術の
ための通院に係る燃料費、里親探しを含めた保護
に要する治療・健康診断・予防接種費、消耗品費、

飼育器具等の備品購入費、健康診断・予防接種費、
印刷製本費、会場使用料、広告宣伝費等
申請期間
　７月１日～令和７年 1 月 31 日（※予算がなくな
り次第終了となりますのであらかじめご了承くだ
さい）
申請方法
　申請様式等は、生活衛生課
で配布します。また、町ホー
ムページからも印刷できます。
申し込み・問い合わせ
　生活衛生課 生活衛生班
　☎ 0820-79-1012
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こ
の
周
防
大
島
地
域
は
県
内
で

唯
一
、
連
携
型
の
中
高
一
貫
教
育

を
実
践
し
て
い
ま
す
。「
大
島
の

生
徒
を
大
島
で
育
て
る
島
じ
ゅ
う

キ
ャ
ン
パ
ス
！
」
を
目
標
に
、
大

島
中
学
校
と
周
防
大
島
中
学
校
の

町
内
２
中
学
校
と
、
周
防
大
島
高

校
が
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
５

回
、
そ
の
時
節
の
取
組
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
緩
和
に
伴
い
、
昨

年
度
以
降
は
中
高
の
行
事
や
そ
れ

以
外
の
行
事
も
地
域
の
方
々
に
公

開
で
き
る
も
の
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
紙
面
上
や
、
そ
の
他
の
方
法

で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

け
れ
ば
中
学
生
や
高
校
生
の
活
動

を
見
に
来
て
く
だ
さ
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。

学
力
ア
ッ
プ
特
講

　

３
月
12
日
、「
学
力
ア
ッ
プ
特
講
」

を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
連
携
型

中
高
一
貫
教
育
に
係
る
入
試
で
周

防
大
島
高
校
へ
の
合
格
が
内
定
し

て
い
る
中
学
生
の
学
力
向
上
を
目

的
と
し
て
、
各
教
科
の
学
習
の
ポ

イ
ン
ト
を
高
校
の
教
員
が
教
え
る

取
組
で
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、
高
校
入
学

後
を
想
像
し
な
が
ら
、
真
剣
に
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
春

か
ら
自
分
た
ち
が
学
ぶ
校
舎
で
、

よ
り
専
門
性
の
高
い
内
容
を
学
ぶ

こ
と
で
、
高
校
生
活
へ
の
期
待
が

よ
り
一
層
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

第
１
回

中
高
一
貫
教
育
合
同
研
修
会

　

４
月
４
日
、
今
年
度
の
第
１
回

中
高
合
同
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
県
教
育
委
員
会
担

当
者
、
町
教
育
委
員
会
、
周
防
大

島
地
域
で
中
高
一
貫
教
育
に
携
わ

る
全
て
の
教
員
が
一
堂
に
会
し
、

そ
の
理
念
を
共
有
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。

　

こ
の
会
は
連
携
型
中
高
一
貫
教

育
の
意
義
を
再
確
認
す
る
「
全
体

会
」
と
、
情
報
交
換
や
現
状
報
告

な
ど
を
行
う
「
部
会
」
で
構
成
さ

れ
ま
す
。
教
科
や
分
掌
（
教
務
、

生
徒
指
導
、
進
路
指
導
等
）
そ
れ

ぞ
れ
で
課
題
や
計
画
に
つ
い
て
協

議
し
、
細
部
に
わ
た
っ
て
意
思
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
実
り
の
多
い

研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
会

議
の
様
子
に
つ
い
て
一
部
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
理
科
部
会
》

　

高
校
教
員
が
学
期
に
１
回
、
各

中
学
校
に
地
学
分
野
を
中
心
に
出

前
授
業
に
行
く
こ
と
や
、
生
徒
お

よ
び
地
域
の
方
々
が
参
加
で
き
る

天
体
観
測
会
を
昨
年
度
に
引
き
続

き
実
施
を
す
る
と
い
う
こ
と
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。

《
音
楽
部
会
》

　
「
生
徒
の
感
性
が
よ
り
磨
か
れ
る

授
業
と
は
」「
音
楽
の
楽
し
さ
や
味

わ
い
深
さ
を
伝
え
る
に
は
ど
う
伝

え
る
の
が
効
果
的
か
」
等
、
専
門

的
な
内
容
の
話
に
華
を
咲
か
せ
ま

し
た
。

　

ど
の
部
会
で
も
、
授
業
や
中
高

の
連
携
態
勢
が
よ
り
良
い
も
の
に

な
る
よ
う
協
議
し
ま
し
た
。
新
年

度
の
中
高
連
携
教
育
に
向
け
て
良

い
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

中
高
一
貫
教
育
だ
よ
り
①

問
周
防
大
島
高
校

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
１
０
４
８

　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
制
度
と
は
、
一
定
の
障
害
等

が
あ
る
人
が
医
療
を
受
け
た
際

の
医
療
費
を
公
費
で
負
担
す
る

制
度
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
一
部
負
担
金
を
受
給

者
か
ら
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
町
で

は
、
米
軍
再
編
交
付
金
を
活
用

し
、
そ
の
一
部
負
担
金
を
全
額

補
助
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま

で
ど
お
り
保
険
適
用
分
に
か
か

る
医
療
費
の
自
己
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
人
の
要
件

⑴�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら

３
級
を
お
持
ち
の
人

⑵
療
育
手
帳
Ａ
を
お
持
ち
の
人

⑶�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
お
持
ち
の
人

⑷
障
害
年
金
1
級
の
受
給
者

⑸�

特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の

受
給
者
等

助
成
の
要
件

　

対
象
と
な
る
人
の
要
件
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
一
定
の
所

得
制
限
額
を
超
え
な
い
方
は
、

お
近
く
の
総
合
支
所
・
出
張
所

で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
所

得
制
限
額
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
す
で
に
受
給
し
て
い

る
65
歳
未
満
の
方
に
は
更
新
書

類
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

手
続
き
の
お
済
み
で
な
い
方
は

６
月
中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の

方
に
つ
い
て
は
更
新
手
続
き
を

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

新
し
い
受
給
者
証
を
今
月
末
ま

で
に
郵
送
し
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

健
康
保
険
証
、
対
象
に
な
る

要
件
が
確
認
で
き
る
も
の
（
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

障
害
年
金
証
書
な
ど
）

受
給
者
証
有
効
期
間

　

７
月
１
日

～
令
和
7
年
６
月
30
日
ま
で

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課�

民
生
福
祉
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
５

重
度
心
身
障
害
者
の
方
に
は

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
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だ
ん
だ
ん
と
気
温
や
湿
度
が
上
が
り
、
体
の
不
調

を
感
じ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
暑
く
な
る
夏
に
向
け
て
、
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
で
し
っ
か
り
体
調
管
理
を

し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
の
健
康
相
談
等
で
「
ご
は
ん
や
パ
ン
、
麺
類

だ
け
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
多
い
」「
メ
イ
ン
の
お
か

ず
は
大
体
お
肉
」「
い
つ
も
同
じ
よ
う
な
食
事
に
な

る
」
な
ど
の
声
を
お
聞
き
し
ま
す
。
食
生
活
の
乱
れ

が
続
き
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
偏
る
と
、
疲
れ
や
す
さ
、

貧
血
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

忙
し
い
日
々
の
中
で
１
日
３
食
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
な
が
ら
食
事
を
準
備
す
る
の
は
と
て
も
大
変
で

す
が
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
た
食
事
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

⑴
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ
ろ
え
る

　

主
食
は
、ご
は
ん
、パ
ン
、麺
類
な
ど
。
主
菜
は
、魚
、

肉
、
卵
、
大
豆
製
品
な
ど
を
使
っ
た
料
理
。
副
菜
は
、

野
菜
、
き
の
こ
類
、
海
藻
な
ど
を
使
っ
た
料
理
に
な

り
ま
す
。

⑵
主
菜
は
毎
食
種
類
を
変
え
て

　

主
菜
は
主
に
た
ん
ぱ
く
質
の
摂
取
源
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
他
の
栄
養
素
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
脂
質
、
鉄
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
等
）
の
含
有
量
に
差
が
あ
る
た
め
、

朝
は
卵
、
昼
は
肉
、
夜
は
魚
な
ど
毎
食
種
類
を
変
え

る
こ
と
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

⑶
副
菜
は
緑
黄
色
野
菜
と
淡
色
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
て

　

副
菜
は
主
に
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
の
摂
取
源
に

な
り
ま
す
が
、
淡
色
野
菜
と
緑
黄
色
野
菜
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
ビ
タ
ミ
ン
や

ミ
ネ
ラ
ル
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

⑷
調
理
法
に
も
変
化
を

　

揚
げ
物
な
ど
油
を
た
く
さ
ん
使
う
調
理
法
に
偏
る

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
脂
質
の
摂
り
過
ぎ
に
な
り
ま
す
。

煮
物
や
和
え
物
、
焼
き
物
な
ど
の
調
理
法
を
組
み
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

⑸
乳
製
品
や
果
物
を
１
日
１
回
は
取
り
入
れ
る

　

乳
製
品
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
、
果
物
に
は
ビ
タ
ミ
ン
・

カ
リ
ウ
ム
・
食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

間
食
な
ど
で
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

⑹
味
付
け
は
う
す
め
に
（
ち
ょ
び
塩
で
）

　

摂
り
過
ぎ
が
気
に
な
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
食
塩
）
は
、

薄
味
を
心
が
け
、
か
け
調
味
料
や
漬
物
、
麺
類
の
汁

は
控
え
る
な
ど
、
意
識
し
て
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

外
食
な
ど
で
ど
う
し
て
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
り
に
く

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が
揃
わ

な
か
っ
た
時
は
、
次
の
食
事
で
意
識
し
て
摂
る
な
ど
、

食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

健
康
増
進
課�

健
康
づ
く
り
班　

　
　
　

管
理
栄
養
士　

村
井　

祐
佳

　
　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

日
々
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

～
６
月
は
食
育
月
間
で
す
～

　大島商船高専の実習船「すばる」に乗船して、周防大
島町周辺の海洋環境を体験し、海からの地域づくりを考
える巡検航海を実施します。

日時　７月 25 日㈭　午前８時 30 分～正午
　　　（予備日　７月 26 日㈮）
対象者　高校生以下　10 人（先着順）
　　　　※小学生以下は保護者１人の同伴が必要です。
参加費　2,000 円
申し込み方法
　次の二次元コードからお申し込みください。
問い合わせ
　海辺の会（田中）　
　☎ 090-7507-2821

周防大島スタディークルーズ
催し・講座 民生委員児童委員の活動紹介

（久賀地区協議会）

　各民生委員児童委員は、受け持ち担当区
域を一軒ごとに訪問して居住状況を確認し、
災害時に支援が必要な家庭ごとに地図を色
分けし、災害等不測の事態が発生した場合
に迅速な対応ができるよう努めています。
問福祉課 民生福祉班　☎ 0820-77-5505

聞き取り調査をする民生委員児童委員
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問い合わせ　周防大島観光協会　☎ 0820-72-2134

「わがまち魅力発信隊」で PR
　プロ野球の広島東洋カープでは、地方自治体が
ご当地を PR するための「わがまち魅力発信隊」
という企画があり、広島東洋カープが広島市民球
場からマツダスタジアムに本拠地を移転した初年
度から周防大島観光協会がお世話になっているイ
ベントです。
　これまでマツダスタジアムにあるイベント広場
では、特産品の販売や名物料理の提供、観光パン
フレットの配布やフラの披露など行い、大型ビジョ
ンにも周防大島の映像が画面いっぱいに映し出さ
れるなど、周防大島を存分に PR できるイベント
を開催してきました。今年は去る 5 月 30 日㈭に
開催し、9 月 16 日㈪㈷にも、周防大島町をはじめ
としたサザンセト広域（柳井市・平生町・田布施町・
上関町）が合同で開催します。
周防大島町ホームタウンデー
　プロサッカーチームのレノファ山口が企画する
周防大島町ホームタウンデーでは、昨年「維新み
らいふスタジアム」を会場に、サタデーフラのプ
レイベントを開催して試合前のスタジアムが大い
に盛り上がりました。今年はカウアイ島姉妹縁組
の記念日である 6 月 22 日㈯に「周防大島ホーム
タウンデー」が開催されます。
　また、フラを通じて縁の深い「スパリゾートハ
ワイアンズ」の所在地である福島県のいわき FC
が対戦相手であり、レノファ山口もこの日はスタ
ジアムを「瀬戸内のハワイ」に染めようとさまざ

まな企画の準備を進めているそうです。
　このような地域密着型のプロスポーツチームと、
チームの本拠地や近隣自治体とが連携することで、
交流人口の拡大や地域コミュニティの醸成、賑わ
いの創出など、相互の活性化に期待できます。
　この機会に広島東洋カープの「わがまち魅力発
信隊」ならびにレノファ山口の「周防大島ホーム
タウンデー」に是非とも足をお運びいただき、ご
当地チームを応援しながらスポーツ観戦をお楽し
みください。

プロスポーツと周防大島コラボ企画

◆
令
和
６
年
度
春
の
叙
勲

○
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

有
川　

利
美
さ
ん
（
小
泊
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
副
団
長
）

○
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

久
保
田
勇
治
さ
ん
（
久
賀
）

　
（
元
周
防
大
島
町
消
防
団
副
団
長
）

◆
令
和
６
年
度
高
齢
者
叙
勲

○
瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

　

長
谷
川　

滋
さ
ん
（
戸
田
）

　
（
元
大
島
町
消
防
団
分
団
長
）

受　

章

▲マツダスタジアムのコンコースで行われた周防大島町
の PRイベントの様子
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　自転車で瀬戸内の景色を楽しむ

周 防 大 島 町 の 話 題

　５月 19日、道の駅サザンセトとうわをスタート・ゴー
ルに、サイクルイベント「シマクル」が開催されました。
　ロングコース（約 90㎞）とミドルコース（約 40㎞）
の２つのコースに約 500 人の参加があり、参加者の皆さ
んは、瀬戸内の景色やエイドステーションでのおもてな
しを堪能し、心地よい風を感じながら、周防大島を駆け
抜けました。
　シマクルは、順位やタイムを競うものではなく、周防
大島を一周しながら、景色や郷土料理を楽しむサイクル
イベントです。　▲楽しみながら周防大島を一周する参加者の皆さん

　「周防大島花
か ぼ く

木生産組合」設立

　５月 28 日、「周防大島花木生産組合」の設立総会
が久賀庁舎にて開催されました。
　この組合は、瀬戸内海の温暖な気候に恵まれた周
防大島町で、基幹産業であるかんきつ類の補完作目
として、アカシアやユーカリ等の花木類の産地化と
農業振興を目的に設立されたものです。
　設立発起人である國司崇生さんは、あいさつのな
かで「温暖な気候を活かした周防大島町の産業の一
つになるよう努力していきたい」と意気込みを語り
ました。

　来
きた

るべき災害に備える

　５月 28 日、地域防災力向上の一助になることを目的
に自主防災組織の代表者を対象とした「自主防災組織リー
ダー研修会」が開催されました。
　研修会では、「来

きた

るべき災害に備える～自主防災組織の
役割を考える～」と題して、山口大学大学院�准教授�瀧本
浩一氏による講演会が行われ、住民への備えの動機づけ、
災害から命を守る備え、防災訓練や活動を持続するため
の工夫などについて話がありました。
　また、風水害・土砂災害を想定した災害図上訓練も行
われ、実際に地図上に家からの避難経路や高潮・河川浸
水範囲などをマーカーでしるし、現状の確認と、日頃か
らの備えや災害警戒レベルのどの段階でどのような対応
をするかなどの意見交換が行われました。

▲ハザードマップを確認しながら、避難経路や危険カ所な
どを地図上にしるす参加者

▲新たに設立された「周防大島花木生産組合」の組合員、来賓、
関係者の皆さん
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
移
住

と
空
家
の
相
談
を
担
当
し
て
い

る
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
岡

本
で
す
。
四
方
を
海
に
囲
ま
れ

た
周
防
大
島
で
の
季
節
の
移
り

変
わ
り
は
と
て
も
美
し
く
、
気

づ
け
ば
着
任
し
て
か
ら
一
年
半

が
経
過
し
ま
し
た
。

　

移
住
相
談
を
受
け
る
と
き
は
、

住
ま
い
や
仕
事
の
こ
と
を
中
心

に
し
な
が
ら
、
人
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て

い
ま
す
。
こ
の
一
年
半
の
間
に
、

移
住
相
談
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
方
の
中
で
、
実
際
に
移

住
さ
れ
た
方
が
十
数
人
お
ら
れ

ま
す
が
、
移
住
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
こ
そ
が
と
て
も
大
切
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
時
折
、
近

く
を
通
り
か
か
っ
た
際
に
は
、

関
心
の
あ
り
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト

等
に
お
誘
い
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
先
日
も
、
引
っ
越
し
て

こ
ら
れ
た
ば
か
り
の
ご
夫
妻
に

声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

と
き
、
ご
み
の
出
し
方
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
な
ど
で
困
っ

て
お
ら
れ
、
相
談
に
乗
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
少
し
の
声
が

け
が
問
題
解
消
の
き
っ
か
け
に

な
る
の
だ
と
、
嬉
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
移
住
し
た
ば
か
り

の
時
に
ご
近
所
の
方
か
ら
「
ぼ

ち
ぼ
ち
や
り
ん
さ
い
よ
」
と
、

何
度
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
と
て
も
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
焦

る
気
持
ち
か
ら
す
っ
と
解
放
さ

れ
て
い
く
感
覚
を
、
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
周
防
大

島
に
住
ん
で
い
る
方
も
こ
れ
か

ら
来
ら
れ
る
方
も
、
互
い
に
声

を
か
け
合
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
素
晴
ら
し
い
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

Ｕ
タ
ー
ン
や
孫
タ
ー
ン
の
相

談
も
増
え
て
い
ま
す
。
少
し
ず

つ
変
化
し
て
い
く
生
活
環
境
な

ど
、
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。

しましまタイムス

ＳＨＩＭＡＳＨＩＭＡ　ＴＩＭＥＳ

地域おこし協力隊員　 岡本由紀子の

43

空家定住対策課
☎ 0820-74-1033

　皆さん、１年に１回、健診を受診していますか？周
防大島町の国保特定健診の受診率は、毎年少しずつ上
がっていますが、それでもまだ３割と低い状況です。
　令和４年度国保特定健診対象者 3,324 人の健診受診
の有無と生活習慣病の治療状況を分類した下記の図を
ご覧ください。健診未受診者の内、生活習慣病の治療
なしの方は 21％、生活習慣病の治療中で健診を受診し
ていない方が 46％であることがわかりました。
　普段から元気で、病院にかかる機会がない方は、ぜ
ひ特定健診を受診しましょう。自分の健康と向き合う
よいチャンスです。

　なお、国保特定健診は治療中の方も対象になります。
身長、体重、腹囲、血圧、尿検査、心電図、血糖、脂質、
肝機能、腎機能、貧血などの検査を無料で受けること
ができ、治療中の疾患以外の健康状態を確認すること
ができますので、特定健診を希望される方は、かかり
つけ医にご相談ください。
　また、特定健診は、受診した後が一番大切です。健
診結果はそのまま放置せず、生活習慣を改善したり、
再検査や精密検査をきちんと受けましょう。健診後の
行動が、明日の健康につながります。
　国保特定健診の対象者は、40 歳から 74 歳の方です。
町内の医療機関で受けられる個別健診の受診券は、５
月下旬頃送付しています。国保以外の方は、加入する
健康保険の保険者から案内がありますので、ご確認く
ださい。

問健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504

しっちょる？やっちょる？健康づくり！
～「ちょび塩」でおいしく運動・活動で元気に！ ～　№ 135

特定健診を受けましょう！

健診に行くと血圧が上がってしまう人へ
　家庭血圧を朝・晩測定し、２週間程度続けて記
録した血圧手帳やアプリなどを健診時に持参しま
しょう。普段の血圧値を自分自身で把握しておくこ
とは、とても大事になります。

0 20 40 60 80 100

健診未受診者
67％

健診受診者
33％

図　 令和４年度　国保特定健診対象者の健診の有無と
生活習慣病の治療状況（KDB 国保データーベース）

※「治療中」… 特定健診対象者のうち、生活習慣病のレセプ
トを持つ患者を対象として集計。

治療なし
６％

治療中
46％

治療なし
21％

治療中
27％
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みんなの情報源

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数

�

・
初
級
行
政
職　

若
干
名

受
験
資
格

　

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
の

学
校
を
卒
業
し
た
人

受
付
期
間

　

６
月
17
日
㈪
～
７
月
31
日
㈬

　
（
郵
送
の
場
合
は
７
月
31
日
㈬
ま

で
の
消
印
有
効
）

試
験
方
法

　

教
養
試
験
、
小
論
文
他

試
験
日　

８
月
24
日
㈯

申
し
込
み
方
法

　

受
験
申
込
書
お
よ
び
受
験
票
を

郵
送
ま
た
は
直
接
お
届
け
く
だ
さ

い
。
受
験
申
込
書
お
よ
び
受
験
票

は
、
病
院
事
業
局
に
備
え
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
事
業

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

採
用
予
定
日

　

合
格
発
表
後
、
令
和
７
年
３
月

ま
で
の
月
の
初
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
７
４
２
‐
２
１
０
６

　

周
防
大
島
町
小
松
１
３
８
８
‐
６

　

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

　

総
務
部
総
務
課

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
２
３
３
２

　

放
送
大
学
は
、
令
和
６
年
度
10

月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

出
願
期
間

�

・
第
１
回　

８
月
31
日
㈯
ま
で

�

・
第
２
回　

９
月
10
日
㈫
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
（
９
２
８
）
２
５
０
１

試
験
日
（
１
次
試
験
）

　

９
月
15
日
㈰

試
験
の
種
類

⑴�

刑
務

⑵�

刑
務
（
武
道
）

⑶�

刑
務
（
社
会
人
）　

※
（
武
道
）
は
実
技
試
験
あ
り

受
験
資
格

�

・�

⑴
お
よ
び
⑵
…
平
成
７
年
４
月

２
日
～
平
成
19
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

�

・�

⑶
…
昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平

成
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

募
集
期
間

　

７
月
16
日
㈫
～
25
日
㈭

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込

み
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

岩
国
刑
務
所

　

☎
０
８
２
７
（
41
）
０
１
３
６

一
般
曹
候
補
生

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人
（
32

歳
の
人
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
）

受
付
期
間

　

7
月
1
日
㈪
～
9
月
3
日
㈫

試
験
日
（
第
１
次
）

　

9
月
14
日
㈯
～
22
日
㈰
の
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定

自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人
（
32

歳
の
人
は
、
採
用
予
定
月
の
末
日

現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
人
）

受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
実
施

試
験
日

　

年
間
を
通
じ
て
実
施
（
令
和
7

年
3
月
高
校
卒
業
者
に
つ
い
て
は

9
月
16
㈪
以
降
）

※�

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

　

柳
井
地
域
事
務
所

　

☎
０
８
２
０
（
22
）
８
１
９
９

　

看
護
体
験
や
校
内
・
寮
の
見
学

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時　

　

７
月
13
日
㈯　

　

午
前
の
部
・
午
後
の
部

申
し
込
み
方
法

　

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
島
看
護
専
門
学
校

　

☎
０
８
２
０
（
76
）
０
５
５
６

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
４
０
０
㎖
限
定
）

７
月
９
日
㈫

�

・
し
ま
と
ぴ
あ
ス
カ
イ
セ
ン
タ
ー

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

�

・
農
業
者
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
課�

健
康
づ
く
り
班

　

☎
０
８
２
０
（
73
）
５
５
０
４

周
防
大
島
町
病
院
事
業
局

事
務
職
員
募
集

お
知
ら
せ

大
島
看
護
専
門
学
校　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

開
催
し
ま
す

募
　
　
集

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

矯正職員採用広報 HP

刑
務
官
採
用
試
験

自
衛
官
募
集

献
血
を
実
施
し
ま
す
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受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

6
月
28
日
㈮

竹
を
使
っ
た
器
と
箸
づ
く
り

日
時

　

7
月
13
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
2
時

場
所　

実
施
者
宅
（
東
三
蒲
）　

体
験
料　

１
５
０
０
円

受
入
人
数　

5
人
程
度

募
集
締
め
切
り　

6
月
28
日
㈮

※�

各
コ
ー
ス
と
も
お
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
少
数
の
場
合
は
開
催
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
く
ら
し
体
験
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
（
農
林
水
産
課
内
）

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
２

　

身
近
な
事
例
を
参
考
に
、
講
義

と
演
習
を
通
し
て
、
興
味
・
関
心

の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
起
業

プ
ラ
ン
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時

　

７
月
６
日
㈯
・
20
日
㈯

　

午
後
２
時
～
５
時

会
場

　

島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス
起
業
教
育

みんなの情報源
　

令
和
４
年
６
月
か
ら
現
況
届
の

提
出
が
原
則
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

例
外
的
に
提
出
が
必
要
な
方
に
は

現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、
６
月
１
日
時
点
に
お
け

る
状
況
を
、
６
月
28
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
場
合

�

・�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
り
、

住
民
票
と
異
な
る
市
町
村
で
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

�

・�

戸
籍
や
住
民
票
の
な
い
児
童
（
無

戸
籍
児
童
）
を
養
育
す
る
人

�

・�

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居

中
の
人

�

・�

法
人
で
あ
る
未
成
年
後
見
人
、

施
設
等

�

・�

そ
の
他
、
町
か
ら
提
出
の
案
内

が
あ
っ
た
人

※�

公
務
員
で
所
属
庁
か
ら
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
勤

務
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格

　

中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後
、

最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人

児
童
手
当
の
額
（
月
額
）

�

・
3
歳
未
満　

1
万
5
０
０
０
円

�

・
3
歳
以
上
～
小
学
校
修
了
前

　

1
万
円
（
第
3
子
以
降
は

1
万
5
０
０
０
円
）

�

・
中
学
生　

1
万
円

問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課�

民
生
福
祉
班

　

☎
０
８
２
０
（
77
）
５
５
０
５

　

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校

の
教
科
用
図
書
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

　

７
月
26
日
㈮
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
閉
庁
日
、
休
館
日
を
除
く
）

場
所　

　

周
防
大
島
町
東
和
教
科
書
セ
ン

タ
ー
（
東
和
総
合
セ
ン
タ
ー
２
階
）

問
い
合
わ
せ　

　

学
校
教
育
課�

学
校
教
育
班

　

☎
０
８
２
０
（
78
）
２
２
０
４

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ+

（
性
的
少
数
者
）

や
ア
ラ
イ
（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ+

の
支

援
者
）
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ+

が
山
口
に
も
暮

ら
し
て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

多
様
性
を
認
め
合
い
、
誰
も
が
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
、
支
援
団
体
と
の
交

流
や
山
口
市
で
パ
レ
ー
ド
を
し
ま

す
。（
参
加
費
無
料
）

日
時

　

６
月
29
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所

　

山
口
市
中
央
公
園
（
山
口
情
報

芸
術
セ
ン
タ
ー
Ｙ
Ｃ
Ａ
Ｍ
横
）

内
容

　

企
業
や
団
体
ブ
ー
ス
、
ス
テ
ー

ジ
企
画
（
音
楽
・
ト
ー
ク
）、
飲
食

ブ
ー
ス
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ+

応
援
の

た
め
の
プ
ラ
イ
ド
パ
レ
ー
ド
を
午

後
１
時
か
ら
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

実
行
委
員
会
事
務
局
（
鈴
木
法

律
事
務
所
内
）

　

☎
０
８
３
（
２
５
０
）
６
２
０
０

ぼ
か
し
づ
く
り

日
時

　

7
月
12
日
㈮

　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場
所　

百
笑
の
郷　
（
東
屋
代
）

体
験
料　

１
０
０
０
円

研
究
セ
ン
タ
ー
（
周
防
大
島
町
小

松
91
‐
４
）

講
師

　

中
本
和
幸�

氏
（
中
本
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
事
務
所
代
表
・
中
小

企
業
診
断
士
）　

申
し
込
み
方
法

　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
、
氏

名
お
よ
び
連
絡
方
法
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。（
当
日
受
付
可
、
受
講

無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
島
ス
ク
エ
ア
プ
ラ
ス

　

☎
０
９
０
（
７
９
７
９
）
４
６
１
５�

　
　

�npo-shim
aplus@

sea.icn-
tv.ne.jp

教
科
書
展
示
会

児
童
手
当
現
況
届
に
つ
い
て

催
し
・
講
座

山
口
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
イ
ド

２
０
２
４

島
の
く
ら
し
を
お
す
そ
わ
け

～
夏
コ
ー
ス
～

起
業
基
礎
講
座

「
身
近
な
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
」

X（旧 Twitter）を始めました！

　各種イベントや交通安全、防犯に関する情報
などを発信しています。
　ぜひ、フォローをお願いします。

問柳井警察署　☎ 0820-23-0110

柳井警察署だより ﾒｰﾙ
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暮らしの相談（６月 21 日～７月 20 日）

■相談所
相　談 日　時 場　所 備考・問い合わせ等

常設人権相談所 毎週月～金曜日
（休日を除く）   8：30 ～ 17：15 山口地方法務局 岩国支局

（岩国市錦見一丁目 16-35）

○ 差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問 山口地方法務局 岩国支局
　☎ 0827-43-1125

特設人権相談所   7 月   5 日㈮   9：30 ～ 11：30 東和総合センター ○差別、いじめ、嫌がらせ等の相談
問福祉課 民生福祉班　☎ 77-5505

育児相談

  6 月 27 日㈭

10：00 ～ 11：30

しまとぴあスカイセンター※ ○ 身体計測、妊娠・出産や子育て等の相談
　※助産師による相談あり
問 子育て世代包括支援センター Ohana
　☎ 73-5511

  7 月 12 日㈮ 日良居庁舎※

  7 月 16 日㈫ 久賀福祉センター

こころの相談   7 月   5 日㈮ 10：00 ～ 12：00 久賀福祉センター ○要予約
問 健康増進課 健康づくり班　☎ 73-5504

認知症相談   7 月   1 日㈪   9：00 ～ 12：00 日良居庁舎 ○相談日以外も可能
問地域包括支援センター　☎ 73-5506

出張年金相談 毎月第３火曜日
10：00 ～ 12：00

久賀総合センター ○ 要予約
問岩国年金事務所　☎ 0827-24-222213：00 ～ 16：00

■税務相談
相　談 日　時 備考・問い合わせ等

個人相談（所得税・消費税等） 毎週水曜日    9：00 ～ 16：00 ○要予約
問柳井税務署
☎ 0820-22-0277　
　音声案内「２」

資産相談（相続税・贈与・譲渡） 毎月第 1・3 木曜日  10：00 ～ 15：00

法人相談（法人税・消費税・源泉所得税・印紙税等） 毎月第 1・3 金曜日    9：00 ～ 14：00

※７月以降の相談日時は変更になる場合がありますので、個別にお問い合わせください。

■電話相談
相　談 時間 電話番号

国税に関する一般的な相談（電話相談センター）   8：30 ～ 17：00 ☎ 0570-00-5901

救急医療電話相談
こども（15 歳未満）の相談 19：00 ～翌 8：00 ♯ 8000（利用できない場合　☎ 083-921-2755）

おとな（15 歳以上）の相談 毎日 24 時間 ♯ 7119（利用できない場合　☎ 083-921-7119）

※緊急・重症の場合は、迷わず 119 番してください。
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「
環
境
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生
推
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がん検診を受けましょう！ 問健康増進課 健康づくり班　☎ 0820-73-5504

○女性のがん検診（子宮頸がん検診・乳がん検診）は医療機関でも受けられます
検診期間　７月１日㈪～令和７年３月 31 日㈪
対   象   者　・20 歳以上で、昨年度、町の子宮頸がん検診を受けていない女性
　　　　　・40 歳以上で、昨年度、町の乳がん検診を受けていない女性
検診料金　子宮頸がん検診 1,500 円  ／ 乳がん検診 1,700 円
お持ちいただくもの　住所が確認できるもの（運転免許証、健康保険証等）、受診票、自己負担金

医療機関名 検診項目 住所 電話番号 予約方法・受付時間

大島病院 子宮頸がん 周防大島町小松 1415-1 0820-74-2580
予約不要　毎週火曜日のみ実施

（8：30 ～ 11：00）
優クリニック 子宮頸がん 柳井市中央 1-8-8 0820-22-0317 予約不要

周東総合病院 子宮頸がん・乳がん 柳井市古開作 1000-1 0820-22-3456
健康管理センターに予約

（10：00 ～ 16：00）

大和総合病院 子宮頸がん・乳がん 光市岩田 974 0820-48-2111
健診科に予約

（13：00 ～ 17：00）

岩国医療センター 子宮頸がん・乳がん 岩国市愛宕町 1-1-1 0827-35-5872
予約センターに予約

（8：30 ～ 17：15）

平生クリニックセンター 乳がん 平生町平生町 569-12 0820-56-2000
総合受付に予約

（9：00 ～ 17：00）

○前立腺がん検診
検診期間　6 月１日㈯～令和７年３月 31 日㈪
対   象   者　50 歳以上の男性
検査方法 　血液検査を行い、血液中の PSA 検査（前立腺

特異抗原値）を測定します。（特定健診・健康
診査と同時に受けると採血が 1 回で済みます）

検診料金　・町内の医療機関　1,500 円    
　　　　　・集団健診会場　　1,000 円
お持ちいただくもの  　 
　住所が確認できるもの、自己負担金
申込方法
　特定健診や健康診査の予約時にお申し出ください。

医療機関名 場所 電話番号
山中医科歯科クリニック 久賀 72-0152
おげんきクリニック 小松 74-2490
野村医院 横見 76-0017
川口医院 外入 78-0306
しまかぜ在宅支援診療所 平野 78-2533
正木内科医院 西安下庄 77-0021
安本医院 土居 73-0822
大島病院 小松 74-2580
東和病院 西方 78-0310
橘医院 西安下庄 77-1000

地区 会場 日にち

東和

油田農村環境改善センター 7 月    2 日㈫
和田出張所 7 月    3 日㈬
東和総合センター 7 月    4 日㈭
白木出張所 7 月    5 日㈮

大島

蒲野農村環境改善センター
7 月    9 日㈫
7 月 10 日㈬

しまとぴあスカイセンター
7 月 11 日㈭
7 月 12 日㈮

沖浦農村環境改善センター 7 月 17 日㈬

久賀 農業者健康管理センター
7 月 18 日㈭
7 月 19 日㈮

橘
日良居体育館

7 月 30 日㈫
7 月 31 日㈬

たちばなケアプラザ
8 月    1 日㈭
8 月    2 日㈮

実施項目
　肺がん検診※１、胃がん検診、大腸がん検診※２、子
宮頸がん検診、乳がん検診
受付時間
　待ち時間短縮のために、受付時間を指定してご案内
しています。
　検診機関から届くご案内をご確認ください。
※ 新たに申し込みを希望される場合は、事前にご連絡く

ださい。（大腸がん検診の追加申し込みはできません）

※１ 肺がん検診のみを申し込みされた人は、８月下旬か
ら９月の検診日を改めてご案内します。

※２ 大腸がん検診の申し込みをされた人は、左表の「日
にち」が容器提出日となります。

○がん検診（集団検診）日程
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周防大島町が運営する住民参加型のローカルテレビ。
毎週火曜に番組の更新を行い、６時～ 24 時まで繰り
返し放送！放送した番組のＤＶＤは図書館で貸し出
しを行っています。一部の番組はユーチューブで視
聴もできます。

周防大島チャンネルはケーブルテレビアイ・キャ
ンに加入することでご覧になれます。ケーブルテ
レビ新規加入促進補助金も適用されます。詳しく
はアイ・キャン（☎ 0120-189234、携帯電話の
方は☎ 0827-22-5678）にお問い合わせください。

の
６月２５日

７月２２日

放送内容については予告なく変更することがあります／詳しくはケーブルテレビの電子番組表をご確認ください

～

７月９日～１５日
俳句ポストつとむ君

【令和５年度つとむ君大賞スペシャル】

令和５年度の投稿句から優れた作品を大島郡俳
句協会さんが選びました。大人の句から子ども
の句まで力作ぞろい！！俳句制作の参考に！

アイ・キャン
ニュースダイジェスト
～ 2024 年６月放送分～

６月に放送した周防大島町
のニュースを一挙放送。

７月１６日～２２日
おれのくらし
～周防大島近海に住むいきもの～第 12 回「サンゴタツ」

周防大島近海に住む生き物たちを、生き物目線でお伝えする番組。今回は「サ
ンゴタツ」が登場！！タツノオトシゴの仲間で、おそらく地球上で唯一オスが
出産する生き物です。その謎の生態に迫ります。（協力：なぎさ水族館）

６月２５日～７月１日
大島郡俳句協会番組

俳句ポストつとむ君 【第四十回】

島内各所に置かれた「俳句ポスト」に寄せられた投稿句の中から、優れた作品
をご紹介。今回は令和６年１月～３月に投稿された俳句です。より優れた作品
は、俳句協会さんによる解説付きでご紹介します。

島景色～周防大島の風景を巡る～

第 37 回「久賀その２」

周防大島の何気ない日常を巡る番組。今回は久賀の白石地区から山田地区を巡
ります。国指定重要有形民俗文化財の『久賀の石風呂』や久賀の民具が収蔵さ
れている『八幡生涯学習のむら』などを紹介します。

７月２日～８日
テレビで！宮本常一チャンネル

【沖家室島 泊清寺を訪問 VOL.1 ／ VOL.2】

宮本常一記念館がユーチューブ配信した動画を再編集して放送します。今回は、
沖家室島にある泊清寺よりお届け。住職の新山玄雄さんに、泊清寺の歴史的な
役割、沖家室島の人たちが培った歴史の一端を伺いました。

－６月は周防大島町議会定例会の模様を生中継・再放送します－
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今月の納期
（普通徴収）

【町県民税】
　　第１期分

納期限 
　　７月１日㈪

人のうごき（５月１日現在）※増減は前月比

人口 13,774 人 （+12）

男 6,419 人 （+19）

女 7,355 人 （   -7）

世帯 8,119 戸 （+24）

休日在宅当番医　9：00 ～ 17：00
日にち 医療機関 連絡先

6 月 23 日㈰ 野村医院 ☎ 76-0017

  6 月 30 日㈰ 安本医院 ☎ 73-0822

7 月      7 日㈰ しまかぜ在宅支援診療所 ☎ 78-2533

7 月 14 日㈰ 山中医科歯科クリニック ☎ 72-0152

  7 月 15 日㈪㈷ 橘医院 ☎ 77-1000

通年
大島病院 ☎ 74-2580

東和病院 ☎ 78-0310

増：出生　   4 人
　　転入　97 人

減：死亡　37 人
　　転出　52 人

だれもがどれも選べる社会に

問政策企画課 地域振興班　☎ 0820-74-1007

男女共同参画週間　６月 23 日～ 29 日

　「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日
である 6 月 23 日からの１週間は、「男女共同
参画週間」です。男女ともに自らの個性と能
力を発揮できる「男女共同参画社会」を実現
するには、皆さん一人一人の取組が必要です。

７月の柳井健康福祉センター定例保健事業
相談内容 実施日 時間

骨髄ドナー登録

7 月 2 日㈫

 ９：00 ～ 10：00
Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査 10：00 ～ 10：30

風しん抗体検査 10：30 ～ 11：00
ＨＩＶ抗体検査 13：30 ～ 15：30

　※無料、要予約（前日までに電話予約）
　問柳井健康福祉センター　☎ 0820-22-3631

このコーナーはＰＤＦ版では掲載しておりません。
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10 月６日（日）開催！
2024 サザンセト・ロングライド in やまぐち　参加者募集！

か し こ い
消 費 者

めざせ！ その警告画面は偽物！ サポート詐欺に注意

【相談】
　パソコン使用中に「ウイルスに感染した」と警告画面が出て動かなくなった。画面に表示さ
れた連絡先に電話するようにとあるが、どうしたらよいか。

【アドバイス】
　「サポート詐欺」の可能性があるため、画面に表示された連絡先には絶対に電話しないこと、
まずは自分でパソコンの状態を確認し、自分で判断できない場合は周りの人に対処方法を相談
するよう助言した。また、警告画面の消去方法など技術的な相談先として、独立行政法人情報
処理推進機構の情報セキュリティ安心相談窓口（☎ 03-5978-7509）を紹介した。

【ワンポイント講座】
　偽の警告画面をきっかけに、電話をかけさせ、パソコンの復旧に必要な手数料等を電子マネー
で要求する「サポート詐欺」の被害が県内でも発生しています。
　万が一、表示された連絡先に電話してしまった場合でも、指示されるままにサポート契約を
結ばない、電子マネーカードを購入しに行かないようにしましょう。

【相談窓口】・柳井地区広域消費生活センター　☎ 0820-22-2125
　　　　　・山口県消費生活センター　　　　☎ 083-924-0999
消費生活上の不安や心配を感じたら消費生活センターにご相談ください。

問サザンセト・ロングライド in やまぐち実行委員会 地元事務局（柳井商工会議所）　☎ 0820-22-3731

　周防大島町など、柳井広域１市４町を自転車で走る「2024 サザンセト・ロングライド in やまぐち」
が 10 月６日㈰に開催されます。この大会はタイムを競うレースではなく、制限時間内で多島美を誇
る瀬戸内海や山麓の美しい景観を楽しみながらコースをめぐるサイクルイベントです。
　皆さまのご参加をお待ちしています。

アデリーホシパーク（柳井ウェルネスパーク）

柳井市、周防大島町、上関町、平生町、田布施

町をめぐる 125km のコース。ショートコース

は、周防大島町を経由しない 70 ㎞のコース。

 ・ロングライドコース　　   　９００人

 ・ショートコース　　　　   　２００人

 ・ロングライドコース　１２，０００円

 ・ショートコース　　　　８，０００円

９月８日㈰までに、サザンセト・ロングライド

in やまぐち大会公式ホームページからお申し

込みください。

発  着  地

参  加  費

コ  ー  ス

募集人数

申込方法


